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親ガメになった『有用藻譜』
仲田 崇志

　現在出版されている国語辞書はそれぞれに工夫を凝ら
しているが，かつては盗用や剽窃が横行していた。その
結果，先行辞書の誤りが後続辞書にも受け継がれ，「親ガ
メこけ

0 0

たら子ガメも孫ガメこけ
0 0

る」（原文ママ）と皮肉ら
れたこともあった（「国語の辞書をテストする」1971．『暮
しの手帖』2(10): 104–114）。
　古くは明治期の辞書にもカメの親子がいたようだ。筆
者が海藻の和名を調べていたとき，『大辭典』（山田武太
郎（美妙） 1912）の海藻の説明が『有用藻譜 第一編』（陶
山淸猷 1890）に似ていることに気づいた。『有用藻譜』
は水産上重要な藻類について，その形態や用法を示した
小型の本である。
　例えばカモガシラノリを見てみると，多少の言い換え
はあるものの『有用藻譜』と『大辭典』の記述が酷似し
ている。他の海藻もいくつか比較してみたが，程度の差
はあれその多くが明らかに類似していた。
　今とは時代背景も違うため，このような「盗用」に対す
る問題意識も低かったのだろうか。あるいは明記こそされ
ていないが，許可を得て転用したのだろうか。いずれにせ
よ，『有用藻譜』が活用されていた実例とは言えそうだ。

『有用藻譜　第一編』（陶山淸猷 1890．左写真 2枚．筆者蔵），
および『有用藻譜』（pp. 23–24；㊒）と『大辭典』（山田武太郎
1912．p. 997；大）におけるカモガシラノリの記述の比較．




